
お申込みいただいた皆様へ 

発表までのスケジュール及び発表に必要な手続き等についてのお知らせです。 

※お申込みをもって、発表資格を得たことにはなりません。発表資格は、参加確定通知

（メール）が届いた時点ではじめて得たことになります。予めご了承ください。 

１．今後のスケジュールについて 

 日程  内容

 9 月 30 日（火） 
■発表者募集 登録受付締切

※発表者が定数を超える場合は選考を予定 

■発表資格についての連絡（メール）

※発表者登録時入力いただいたメールにお送りします。 
※「2.発表資格の連絡（メール）について」をご参照ください 

 10 月 24 日（金） 

【厳守】 

■発表論文提出締切（口頭・パネル発表者共通）

※発表論文作成要領を参照の上、作成してください。 
※提出方法：電子メール 
※発表論文も審査の対象となります。 

 10 月 25 日（土） ■事前交流会＆発表会事前説明会

 11 月 14 日（金） 
■使用希望機材受付締切（口頭発表者のみ）

※発表論文作成要領に記載の指定の機材以外を使用する場合のみ。 

 11 月下旬 
■大会プログラムの発表

※大学コンソーシアム京都のWeb サイトにて発表します。 

 11 月 25 日（火） 

【必着】 

■発表データ提出締切（口頭発表者のみ）

※口頭発表者で、パワーポイントを使って発表される方のみ。 
※提出方法：電子メール、持参または郵送 
※大会当日、発表データの変更は認められません。 

 12 月 7 日（日） 
■大会当日
※昼食は各自でご用意ください。  

２．発表資格の連絡（メール）について 

 発表者受付期間終了後、発表希望者全員に対して事務局から発表資格について、

メールでご連絡いたします。

 発表希望者が定数 (口頭 70・パネル 24)以内の場合は参加確定通知をお送りします。 

 発表希望者が定数を上回る場合は、「第１０回京都から発信する政策研究交流大会

運営委員会」にて発表者の選考を行いますので、まずはその旨を速やかにメールにて

ご連絡し、またその選考結果につきましては、改めてご連絡いたします。 

 メールでのご連絡はすべて、発表者登録時に入力していただいたメールアドレスにお送

りしますが、万が一届かない場合は下記連絡先までお問合せください。 

大学コンソーシアム京都：第10回京都から発信する政策研究交流大会事務局 

TEL：075-353-9130 ／ Mail：seisaku-admin-ml@consortium.or.jp

３．発表論文の提出について 

当大会は、事前に提出いただく発表論文と当日の発表の両方を審査の対象としてい

ます。 

参加確定通知（メール）の送付から、発表論文の締切まで期間がございませんので、

あらかじめご準備いただきますようお願いいたします。



第 10 回 京都から発信する政策研究交流大会 

発表論文作成要領 

１．発表論文について 

（１）発表論文とは 

 発表論文とは、本大会では、当日の発表内容を学術的な見地に基づきまとめたものを言

います。口頭発表・パネル発表ともに審査の対象となりますので、必ず事前に提出が必要

です。発表論文は発表代表者の責任によって執筆してください。 

また、すべての発表論文は発表論文集としてまとめ、交流大会当日に配布いたします。 

（２）発表論文の執筆方法 

発表論文は原則として、Microsoft Word にてＡ４で２ページ分、横書き、２段組みで作

成し、提出してください。題目・氏名・所属・キーワード・本文等の記入方法は別紙 発表

論文レイアウトを参考に、統一した書式で作成してください。

手書きの原稿は受け付けません。また、論文の内容は単に発表・討議の便宜ばかりでな

く、科学論文の要件を満たしていることが必要です。 

（３）発表論文の提出方法 

Microsoft Word で作成した電子データを電子メールの添付ファイルにて、件名を「発表

論文_発表者名または発表グループ名」とし、下記提出先まで送付してください。 

２．発表データの提出について 

（１）口頭発表について 

大会当日 Microsoft PowerPoint を使用して発表される場合、必ず発表データを事前に、

電子メールか、持参または郵送（データを保存した USB メモリ等媒体）にて事務局（下記の

「お問い合わせ・提出先」）へご提出ください。提出期限は 11 月 25 日（火）まで【必着】

なお、期日以降に提出された発表データは受け付けません。また、審査を伴う発表であ

るという性質上、交流大会当日、発表データの変更は原則として認めません。あらかじめ

ご了承ください。 

 大会当日の発表には Windows 7 のノートパソコン、パソコン用のプロジェクター、及び

スクリーンを用意いたします。アプリケーションは、Microsoft Office 2010 (Microsoft 

Word,Excel,PowerPoint),Acrobat Reader 10 が使用できます。 

なお、ご自身のパソコンの持込はできません。あらかじめご了承ください。 

提出先：seisaku-admin-ml@consortium.or.jp

第 10 回京都から発信する政策研究交流大会事務局 

（公益財団法人大学コンソーシアム京都） 

件 名：「発表論文_発表者名または発表グループ名」 

提出締切：10 月 24 日（金） 



また、インターネット接続、上記記載の機材以外の使用を希望される場合は、電子メー

ルにて 11 月 14 日（金）までに事務局にご相談ください。 

（２）パネル発表について 

大会当日パネル発表の資料掲示については、パネル発表代表者ご自身で作業していただ

きますので、当日各自で資料をご持参ください。こちらでは１つの発表につき、横 90cm、

縦 210cm のボード１枚、画びょう、椅子 1 脚を用意いたします。椅子につきましては、配

布資料を置く台にする等、適宜ご活用ください。 

なお、資料は、一枚の大きなポスターを掲示したり、Microsoft PowerPoint などで作成

したスライドを一枚ずつタイル状に掲示する等、自由な形での展示が可能です。大会当日

の受付終了後、10時の大会開始前までに掲示していただきます。（詳細については発表者確

定後お知らせいたします。） 

パネル発表は原則として、機材を用いずに行ってください。 

 またパネル発表では、在席責任時間（この時間は必ず掲示パネル前に在席いただきます）

を指定させていただきます。在席責任時間は、11 月下旬頃、大学コンソーシアム京都のウ

ェブサイトに掲載いたします「大会プログラム」に記載しますので、必ずご確認ください。 

運営委員が、定められた時間と終了時刻に発表資料が掲示されているかを確認し、掲示

が確認できない場合は、発表は無効として取り扱います。 

３．大会当日のプログラムについて 

本大会当日のプログラムは、11 月下旬頃、大学コンソーシアム京都のウェブサイトに掲

載いたします。なお、ウェブサイトに掲載する「発表概要」は、発表者登録時に記載して

いただいた「発表概要」を使用いたします。 

４．大会までの日程について 

日 時 内 容 備 考 

2014 年 
10 月 24 日(金)まで【厳守】 
※受付開始は、発表者確定後です。発表資
格についてはメールでご連絡いたします。 

発表論文提出締切 

（口頭・パネル発表者共通） 

※提出方法：電子メール 

※発表論文も審査の対象となります。 

10 月 25 日（土）14:00～ 事前交流会＆発表事前説明会 

11 月 14 日（金）
使用希望機材受付締切 
（口頭発表者のみ） 

11 月下旬
大会プログラムの発表 ※大学コンソーシアム京都の Web サイトに

て発表します。 

11 月 25 日(火)まで【必着】 
発表データ提出締切 
（口頭発表者で、パワーポイ
ントを使って発表される方
のみ） 

※提出方法：電子メール、持参または郵送 
※大会当日、発表データの変更は認められ

ません。 

12 月 7 日(日) 大会当日 ※昼食は各自でご用意ください。 

【お問い合わせ・提出先】 
〒600-8216 京都市下京区西洞院通塩小路下る キャンパスプラザ京都（休館日：月曜日）

公益財団法人大学コンソーシアム京都 
第 10 回京都から発信する政策研究交流大会事務局 
TEL:075-353-9130 
E-mail: seisaku-admin-ml@consortium.or.jp
HP: http://www.consortium.or.jp/project/seisaku/conference



発表論文レイアウト

【個人で発表される場合】 

コンソ 太郎 （Tarou CONSO） 

（○○大学○○学部○○学科） 

【複数人で発表される場合】 

（代表者名の前に「○」と表記してください。） 

○コンソ 太郎（Tarou CONSO） コンソ 花子（Hanako CONSO） コンソ 一郎（Ichirou CONSO） 

   コンソ 次郎（Jirou CONSO）  コンソ 三郎（Saburou CONSO） コンソ 四郎（Shirou CONSO） 

(○○大学○○学部○○学科) 

キーワード：○○、○○、○○、○○、○○（5語以内）    
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① 「題目」 

簡潔なものを 20 ポイントで１行目から

記入してください。また、副題のある場
合は副題であることがわかるように記入
してください。 

②「氏名」 

題名から１行あけて漢字とローマ字で記
入してください。連名の場合には全員の

名前を記入のこと。

④「キーワード」 
所属の下に 5語以内で記入。 

⑤「本文」 

・キーワードから１行あけて記入してください。 

・日本語にて作成してください。 

但し、一部に限り、外国語による表記も認めます。 

・「字体」は、ＭＳ 明朝、10.5ポイントにて作成して

ください。 

・本文の字数の目安 

1ページ目 

：文字数24字×行数40字×２段=1,920文字 

2ページ以降 

：文字数24字×行数46行×２段=2,208文字 

・原則として、研究の目的、方法、結果、考察、注、 

引用文献などの項目に分け、明確に記述してください。 

③「所属」 

氏名の下にカッコでくくって記入。 

＜発表論文＞ 

原則として、Ａ４で２ページ、横書
き、２段組みで作成し、提出してく
ださい。但し、題目、発表者氏名、

キーワードについては、段組み設定
の必要はありません。 
余白は上・下・左・右とも、20mm。 

⑥「図表」 

図や表や写真についての制限はありませんが、提出 

された原稿をもとに編集して掲載します。 

なお、図や表や写真には、必ず番号と名前（キャプ

ション）を付してください。 

図：キャプション


